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1．は　じ　め　に

T 形終端接続箱は，変圧器等に CV ケーブルを接続する
ための製品であり，小型化・軽量化，接続作業の簡素化を
することで，受変電所内のコンパクト化（機器の縮小化，
施工，試験作業の簡略化）を実現した。終端接続箱本体に
は試験時の端末や事故時の緊急送電用移動ケーブルを接続
可能とした課電口を設けている。近年，適用範囲の高電圧
化のニーズが高まったことから，154 kV 級の T 形終端接
続箱の開発を行った。今回，北陸電力送配電株式会社殿の
変電所内で初採用されることとなり，変圧器メーカーの株
式会社ダイヘン殿に初納入したので報告する。

2．仕　　　様

本製品の仕様を表 1 に示す。適用ケーブルサイズは 200
～ 2000 ㎜ 2 に対応している。

3．構造および特長

T 形終端接続箱は以下の構造および特長を有している。
①　�終端接続箱本体の内部導体周りの絶縁部は，エポキシ

樹脂で構成されている。課電口と線路口の 2 つの口が

あり，通常時，課電口は絶縁栓，線路口は CV ケーブ
ルが挿入される。（図 2）

②　�終端接続箱本体の課電口を用いてケーブルあるいは機
器諸特性試験を行うことができる。また，課電口に緊
急送電用移動用ケーブルが接続可能である。

③　�終端接続箱本体のケーブル接続点が機器ケースの外部
にあるため，従来用いられている終端接続箱用のケー
ブルヘッド室やエレファントケースを必要とせず，貫
通ブッシングも不要となる。このため，終端接続箱組
立時の作業スペースを大きく確保でき，油処理が不要
となる等作業性が向上する。また，機器の設置スペー
スを小さくできる。（図 3）

④　�ブッシングと絶縁筒を一体化することにより，絶縁筒
およびアダプタが不要になり，部品点数の低減と縮小
化が図れる。

⑤　�ケーブルとの接続はマルチラムバンド付きボールロッ
クプラグを採用したプラグイン構造であるため，現地
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での機器ケース取り外し作業を行うことなく接続が可
能である。（図 2）

4．設　　　計

4.1　終端接続箱内の絶縁設計
終端接続箱内の絶縁設計は，66/77 ～ 110 kV T 形終端

接続箱の絶縁設計を踏襲した。電界解析を行い，耐電圧時
の電界ストレスと社内実験から求めた各部の破壊時電界ス
トレスを考慮し，十分な裕度を有するよう寸法および形状
を決定した。

4.2　課電口絶縁栓
T 形終端接続箱には機器の耐圧試験に使用できるよう課

電口を設けている。通常運転時は EP ゴムを使用した絶縁
栓が挿入され，絶縁を維持している。絶縁栓の形状設計に
あたり，絶縁耐力の低下原因となる気泡が界面に残存しな
いよう形状を決定した。本形状とすることで，絶縁栓がエ
ポキシに密着した際に界面に混入した空気が高圧側および
低圧側に追い出されボイドが無い健全な界面が得られる。
また，電界ストレスの大きさに応じた面圧設計を適用し，
界面の電界ストレス／界面の面圧比が界面全体においてほ
ぼ一定となるよう設計している。（図 5）本設計にて実施し
た部分放電試験では，325 kV まで放電が発生しないこと
を確認している。

4.3　エポキシ本体シールド保護
ケーブル系統には，開閉サージ，雷サージ等各種サージ

が侵入する。154 kV ではより大きなサージが流れる可能
性があるため，本体シールド保護層の損傷を防ぐ目的で金
属カバーを取り付けている。

4.3.1　構造
機器側フランジと課電口中間フランジに T 形本体上部を

覆うように金属カバーを取付け，線路口に装着した金属リ
ングと金属バーによって繋いでいる。過大なサージが侵入
した場合でもサージ電流を積極的に流し，シールド保護層
が損傷しないような設計としている。（図 6）

4.3.2　評価結果
各電圧階級でケーブル遮へい層に流れるサージ電流の最

大値は，表 2 の通りと考えられる。154 kVT 形終端接続箱
を供試し評価した結果，275 kV のサージ電流レベルにお
いてもシールド保護層に損傷がないことを確認した。（図7，
表 3）

また，ケーブル遮へい層間絶縁部雷インパルス耐電圧特
性も合格した。
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5．検証結果

本製品は電力用規格 A-268（2021）「154 kV CV ケーブ
ル用ガスおよび油中終端接続箱規格」，JEC-0102（2010）「試
験電圧標準」および JEC-2200（2014）「変圧器」に基づい
て検証試験を実施し，十分な性能を有していることを確認
している。表 4 に検証結果を示す。

6．ま　と　め

今回開発した 154 kV T 形終端接続箱を用いることによ
り，変電設備の縮小化およびコストダウンが可能となる。
今後，本製品が安定した電気の供給に寄与することを期待
する。

参 考 文 献
1）今西晋，他：「66/77 kV CV ケーブル用 AC/DC 断路機能付 T 形

ガス中終端接続箱　課電機能付ガス中終端接続箱の開発・実用化」
昭和電線レビュー , Vol.56, p.20-24（2006）

2）光地芳，他：「T 形終端接続箱」SWCC レビュー , Vol.69, p.10-12
（2023）
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引張耐荷重特性 30kN 10 分 良 
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図６ 金属カバー接続方式

 
表２ 各電圧で遮へい層に流れる最大電流値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ サージバイパス機能評価回路

表３ 評価結果 
 結果 

金属カバー取付 Imp 電流 21kA 合格 

 
 

５．検証結果 
 
本製品は電力用規格 A-268（2021）「154kV CV ケーブ

ル用ガスおよび油中終端接続箱規格」，JEC-0102（2010）
「試験電圧標準」及び JEC-2200（2014）「変圧器」に基

づいて検証試験を実施し，十分な性能を有していることを

確認している。表４に検証結果を示す。 
 

表４ 検証結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．まとめ 
 
今回開発した 154kV T 形終端接続箱を用いることによ

り，変電設備の縮小化およびコストダウンが可能となる。

今後，本製品が安定した電気の供給に寄与することを期待

する。 
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154kV 275kV 

14kA 21kA 

 
 

項目 試験条件 結果 

商用周波耐電圧特性 295kV 1 時間，325kV 1 分 良 

雷ｲﾝﾊﾟﾙｽ耐電圧試験 ±1035kV 各 3 回，±750kV 各 5 回 良 

ｹｰﾌﾞﾙ遮へい層間絶縁

部雷ｲﾝﾊﾟﾙｽ耐電圧特性 
-50kV 3 回 良 

気密性 735kPa 10 分 良 

ヒートショック特性 10℃ 60 分⇔100℃ 60 分 10 回 良 

商用周波部分放電特性 190kV 10 分，325kV 10 分 5pC 以下 良 

曲げ耐荷重特性 3.5kN 10 分 良 

引張耐荷重特性 30kN 10 分 良 
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